
主要展示品解説 

 

１ 金沢市指定文化財 乙夜之書物
い つ や の か き も の

 中巻 （出品番号 8） 

金沢市立玉川図書館蔵                                    

加賀藩士関屋政春が、戦国期から江戸初期の様々な逸話を書き留めた聞書で、末尾には寛文 9

年（1669）に書き終えたとある。明智光秀や織田有楽斎などの旧臣を多く召し抱えていた加賀藩

で取材されたため、本能寺の変や山崎の戦いについても詳細に記述している。 

 本能寺の変が勃発した当時家康は、武田旧臣の穴山梅雪と同道して堺を見物していた。信長の

突然の死という凶報に接した家康は、大徳寺で信長の跡を追い切腹しようとする。しかし木津川

の河原まで来た時、家臣の本多忠勝が「信長公に殉死まですることはない。ここから宇治を通っ

て信楽を越え、伊勢から船で帰国しよう」と進言。一行は信楽の多羅尾一党の協力を得ながら伊

勢の白子へ出、無事岡崎へ帰還した。 

この話は、著者が軍学の師である山鹿素行から伝え聞いたものだという。  



 

２ 旭姫
あさひひめ

画像 （出品番号 17） 

                               京都・南明院蔵 

 旭姫は秀吉の妹。秀吉の指示で天正 14年（1586）5月、家康の正室となった。 

 前年冬、家康をより深く従属させようとした秀吉は、追加の人質提出を要求。家康に拒否され

るや「家康成敗
せいばい

」を呼号して、軍事的圧力をかけた。そのうえで秀吉から譲歩のしるしとして提

示したのが、旭姫の嫁入りだった。それは家康優遇のあかしではあるが、かわりに追加人質を約

束させられた家康は、秀吉への服従度をいっそう高めることになる。家康からすれば、秀吉の圧

力に屈して不本意ながらうけいれた結婚だった。 

 こうして豊臣と徳川を結ぶ重要な役割を果たした旭姫だが、4年後、48歳で病没。本品を所蔵

する東福寺南明院に葬られた。本品には東福寺第 214世煕春龍喜
きしゅんりゅうき

が賛をしたためている。  



 

３ 金銀象嵌南蛮兜
きんぎんぞうがんなんばんかぶと

（伝 徳川家康より加藤嘉明拝領） （出品番号 36） 

                                  大阪城天守閣蔵 

家康が加藤嘉明に与えたと伝わる兜。西洋人の帽子を模した「唐人笠形
とうじんがさなり

兜」の一種と見なせる

が、眉庇
まびさし

の形状や頭頂部の装飾は女真やモンゴルといったアジアの諸民族の兜を思わせる。表面

には篆書体
てんしょたい

の漢字や竜などを象嵌でほどこす。アジア・ヨーロッパ双方の影響のもとに日本で作

られた高級品である。 

これを拝領した嘉明は秀吉子飼いの武将で、賤ヶ岳合戦での活躍をたたえられたいわゆる「七

本槍」の一人。石田三成ら側近衆と激しく対立していた嘉明は、秀吉没後、政権内での抗争が起

きると家康支持の立場を貫き、関ヶ原合戦では東軍として三成の部隊と交戦。大坂夏の陣では家

康に近侍していた。 

 

 

  



 

４ 長野県宝 真田
さ な だ

昌幸
まさゆき

書状 （慶長 5年）3月 13日付 伊豆守宛 （出品番号 39）                          

長野・真田宝物館蔵 

慶長 4年（1599）9月、豊臣政権の政務刷新を掲げて大坂城に乗り込んだ家康は、西の丸を居と

定め、そこに新たな天守を建てた。以降、前田利長や宇喜多秀家ら他の大老がたくみに政権から

排除され、家康による政治主導体制が敷かれた。 

 本状は家康大坂入城の半年後、信濃上田城主の真田昌幸が嫡男信幸に宛てたもの。「内府
だ い ふ

（家康）

様が大坂におられるので、伏見にいた大名衆はことごとく大坂に引っ越した。私も近日中に移る

べく支度をしている」と伝える。 

 秀吉の死後、その遺命により東日本の大名は大坂に、西日本の大名は伏見に詰め、大坂の前田

利家と伏見の家康がそれらを監督することになっていた。しかし利家の死とその後の家康の活動

により、伏見・大坂という二つの核をもって政権のバランスを維持する体制はもろくも崩れてい

った。 

 

 

（釈文） 

尚々其以来御煩」如何候哉、無御心元候。」無由断御養性」肝要候。伏見之衆」悉大坂へ近々

被相移」用意迄候。其外無別」儀候。相替儀候者急度」可申達候。以上 

急度申入候。其以」来御機合如何候哉、」無心元存候。不及申」候へ共、せつかく御養性」肝要候。

此方無別」儀候。可御心安候。将亦」先日如申入候、其方」屋敷之事場所」可然所候間、此以前」

請取候屋敷ニ引」替置申候。左衛門佐
（ 真 田 幸 村 ）

」屋敷其方並ニ而候。」二間之内一間地形」低候而、手間入

申候。」其方事者留守と」申、よき所を請取候ハて」かなハぬ由存、手間入候」屋敷を左衛門佐か

たへ」相渡候。然者 内府
（家康）

様」大坂ニ御座被成候ニ付而」大名・小名悉伏見之」衆大坂へ被引移

候。」我等も近日可相移」令支度候。替儀候者」追々可申入候。恐々」謹言 

三月十三日
（ 慶 長 5 年 ）

 昌幸（花押） 

  伊豆守殿 参 安房守  



 

５ 洛中洛外図屏風
らくちゅうらくがいずびょうぶ

 （出品番号 73） 

                                    個人蔵 

洛中洛外図屏風は、京都市中と郊外の景観・風俗を鳥瞰した大画面の絵画資料で、戦国時代か

ら江戸時代初期にかけてさかんに制作された。 

本屏風は、洛中洛外図屏風の一類型を代表する優品で、右隻に西からみた京都の東側の景観、

左隻に東からみた西側の景観を描く。 

右隻では、左上から右下へ鴨川が流れる。右上に豊臣秀吉を祀る豊国社、その手前に巨大な方

広寺大仏殿がみえる。左端やや下には家康が修造を命じた内裏
だ い り

、その右に祇園祭礼の山鉾
やまぼこ

巡行
じゅんこう

を

描く。 

左隻では、中央やや右に家康の築いた二条城があり、手前の東大手門から牛車の一行が発向す

る。右上端の鞍馬から、左上端の淀・大山崎までを画面に収める。 

景観年代は、大坂の陣から間もない元和元年（1615）から 3年頃と推定される。 

 

 

 

  

右隻 

左隻 



 

６ 刀 銘 （三葉葵紋
みつばあおいもん

）以南蛮鉄於武州江戸
なんばんてつをもってぶしゅうえどにおいて

越前康継
えちぜんやすつぐ

 （出品番号 94） 

                                   大阪・髙原家蔵 

家康お抱えの刀工、初代康継の作品。康継ははじめ家康次男の結城秀康に仕え、のちに家康に

召し抱えられ、家康没後は二代将軍秀忠に仕えた。茎
なかご

に刻んだ銘は当初「肥後大掾
ひごだいじょう

下坂
しもさか

」だった

が、家康に召し出された際に「康」の字を家康から拝領して「康継」と称し、また徳川家の家紋

「三葉葵」の使用が許された。「南蛮鉄をもって武州江戸において、越前康継」と刻まれた本作は、

家康に召し抱えられてからのもので、三葉葵紋も確認される。なお「南蛮鉄」とは、徳川幕府が

イギリス人やオランダ人を通じて輸入した、主にインドを原産地とする鉄のことである。 

大坂夏の陣終結後の慶長 20 年（1615）閏 6 月 16 日、在京中の家康は康継を召し寄せ、大坂落

城によって焼損した豊臣家旧蔵の名刀を修復せよと命じている。 

 


